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人口＝男 51,809 人　女 53,079 人　計 104,888 人　世帯数＝ 36,279 世帯（平成 27 年１月１日現在・常住人口）
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　１月11日、新春恒例の筑西市消防団の出初式を開催し、消防団員７1０人が、
行進などを通じて士気や防災意識の高揚を図り、住民の生命と財産を守る決
意を新たに団結を誓いました。
　式典は、市役所前駐車場で実施。野

の ざ わ

澤信
のぶあき

明団長が訓示した後、永年勤続の
団員等を表彰しました。
　放水試験では、中舘の勤行緑地に 44台の消防車が勢揃いし、冬の青空に向
けて一斉に放水すると、詰めかけた観客から歓声があがっていました。
　表彰されたみなさんを紹介します。（敬称略）

消
防
庁
長
官
表
彰

�
永
年
勤
続
功
労
章
　 

稲
葉
義
雄
（
赤
浜
）
大
畑
亀
久
夫
（
松
原
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

�
功
績
章
　

稲
葉
義
雄
（
赤
浜
）

�
精
績
章
　

水
越
政
男
（
富
士
見
町
）
青
柳
稔
（
小
林
）

阿
久
津
実
（
茂
田
）

�
勤
続
章
　

渡
邉
隆
（
古
内
）
塚
田
栄
一
（
宮
後
）
初
澤
敏

雄
（
西
町
）
海
老
澤
文
則
（
門
井
）
関
勝
雄
（
市

野
辺
）
市
村
常
雄
（
宮
後
）
田
﨑
俊
通
（
門
井
）

茨
城
県
知
事
定
例
表
彰

�
永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
）

柴
保
（
国
府
田
）
齊
藤
幸
男
（
西
石
田
）

�
永
年
勤
続
功
労
章
（
30
年
以
上
）

齋
藤
和
男
（
西
石
田
）

池
弘
一
（
布
川
）

稲
葉
修
（
新
花
町
）
藤
田
政
夫
（
新
治
）

�
永
年
勤
続
功
労
章
（
20
年
以
上
）

上
野
憲
（
市
野
辺
）
押
坂
幸
治
（
岡
芹
）
野

中
明
（
樋
口
）
谷
中
信
一
（
神
分
）

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

�
優
良
分
団
　

第
38
分
団
　
第
39
分
団
　
第
40
分
団

�
永
年
勤
続
功
労
章
　

齋
藤
和
男
（
西
石
田
）

池
弘
一
（
布
川
）

稲
葉
修
（
新
花
町
）
藤
田
政
夫
（
新
治
）

�
功
労
章
　

白
田
清
成
（
桑
山
）
箱
島
裕
（
新
治
）
清
水

誠
之
（
小
栗
）
小
川
幸
三
（
野
殿
）
押
坂
憲

明
（
西
方
）
上
野
知
彦
（
谷
永
島
）
杉
山
浩

己
（
岡
芹
）
関
弘
也
（
下
高
田
）
稲
川
長
司

（
大
塚
）
奥
沢
朗
（
飯
島
）
森
井
崇
雄
（
門
井
）

比
氣
一
刀
（
上
川
中
子
）
押
坂
幸
治
（
岡
芹
）

�
永
年
勤
続
消
防
職
団
員
妻
女
表
彰

齋
藤
紀
子
（
西
石
田
）

池
光
子
（
布
川
）

稲
葉
喜
美
子
（
新
花
町
）
藤
田
幸
子
（
新
治
）

�
親
子
消
防
団
員
表
彰

細
谷
忠
勝
（
門
井
）
細
谷
裕
（
門
井
）

筑
西
市
長
表
彰

�
一
般
協
力
者
（
人
命
救
助
）

谷
中
清
隆
（
伊
佐
山
）

平成 27 年
筑西市消防団出初式

「自分の地域は自分で守る」「自分の地域は自分で守る」「自分の地域は自分で守る」「自分の地域は自分で守る」
あなたも地域のチカラになりませんか

消防団員募集
問消防防災課　内線３６９

■活動 火災予防や広報活動、地域の防災行動力を高めるた
めに初期消火訓練・救助などの住民指導、地域行事での警戒、
災害時消防隊と連携した消火活動、現場での広報・警戒活動
■待遇 年間一定の報酬額を支給。災害や訓練に出動した
場合に手当を支給。５年以上勤務し退団した場合は、退職
報償金を支給。活動中に負傷した場合は補償制度有り。活
動に必要な制服などを貸与。功労・功績によって表彰有り。
■資格 市内在住・在勤の 18歳以上で健康な人
■応募 お近くの消防分団又は消防防災課まで
女性分団員も募集しています
■活動 高齢者世帯の防火診断・指導、応急手当普通救命講習会の
開催、広報車による市内一円の防災広報活動、防火防災啓発活動
■待遇 年額報酬・退職報償金・出動手当支給。活動中に負
傷した場合は補償制度有り。活動に必要な制服などを貸与。
■資格 市内在住・在勤の 18歳以上 45 歳未満で健康な
人（女性）※大学生可　■応募 消防防災課まで
■募集人員 若干名　■応募締切 ２月 27日（金）まで
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